
○ ○

(2) (I)に.l:リ鼠IIIをli1伽した片に対しては、胤倣'l噸を行う検察‘『iか

ら、 )Iﾘ鼬Im式により、 ・そり)胃湖知されることとなっている。

l.lWi剛節2り

$IAIIN脇ｲ11 2jl l :111■●

(:1) (1)により蜜柑をliil皿した将から胤敗法施行肌1M節l. 5条の肌定に

よゐ似柵i1i1:IDIの111川が刈一:,たときl;l; 、 (2)の通知を行った梱合にむい

て:!ｼ、川の･糊iしをした鯉､rﾘ所に対応する倹蝋庁（以~ド 【対応検鯛庁』

という． ）の検蝋'11｢から似l"11:IJI諜が交ｲ･1されることとなっている。

名.部道府ﾘil遡搬楴川1養側会委、災敗

I41 "1竹遡恥部災

lirl和天胤のⅢ'抑に際会してiijl).l'.為胤倣･と

遡蛾耶獅の取扱いについて（通側ll) (4)illlli令に､kり質州をliil世した.けについては、対応倹磯庁の換磯宵よ

り、 その慰放01#帆を本紺地の01iwII.村災に通知することとされている｡

2ハ24 1.lをもって大敵令(､IA成允ｲII政令鮒2711･) ノ&び棚IM令(IIA

成允ｲI§政令節28腓）が施行されるI砿か、判)1ﾘの鵬wlklluljr荊倣聯が

行われることとなったが、 これらのlIi側に'l&り剛恥IMﾉ&び仙剛》ドIM(tl''l

世する洲があるので、 この取扱いについてl:1;、鞠に~ド剛の鮒胤にご側怠

願うとともに、撒悩下ili町村の遡恥Wjlllklいに･l'｣･ll.み･W,かに加知され

(5)拠州の効ﾉjIJ.、将来にliIかつて生ずるのみで、 イTﾘﾙの言波しに雌づ

く既成り)効果l｣.、淡亜される:bのでlj;ない（恐倣法l l ) .

(6)週邪に閲してハミ怠寸．'くきll【帆

仙樅令にJ:ろ遡恥人の孜州のliil世は、本流地の市町l.jに対するl靴会

に@l:って:hjl1ることがでさる処前ではあるが．今回の似椛については

（4）に.l:る木紺地の市脚I･村災への通知がおくれることが予想されるの

で、遡雅リ｛秘のl血1Aいにあたっては、次に側ける州腿によることとさ

たい、

朏

れたい、
1．世椛令による似柵

(1)世柵令に蛙づいて似橘する稀の範Ⅲi l:l:、 )1ﾘ紙似惟令に肌池する典ﾀl:

に賊当する1fであるが、脳当折IJ:政令U》ルL定に､kり公城週湫法（以.1:

「法』 という． ）第252条の肌定によって仲.lこされていた嵐M(m

挙椎及び被遡雛柵） を当然に回似さ』Lることとな為“

ア似柵令により査梢をI而1世した稀は、すべて本人に対して拠描通知

樵が兜･せられ、 また、 (3)により拠惟証lﾘl譜の交付を受けることが

できるので、股禦当I1股猟の隈に通準椛の回世をI1Uし立てた者に対

しては、 これらの僻illiの韮示を求め、それらに班づいてそれぞれ処
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令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、

そ
の
荊
金
に
処
せ
ら
れ
た
た
め
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
喪
失
し
又
は
停
止
さ

llll

年

ﾉ.l

･上

|;｜

へ

以

~ﾄﾞ

‘ー1

韮

撫

|;I
4－

と

い

つ

れ
て
い
ふ
讃
絡
を
Ⅲ
彼
す
ふ
・

韮
祁
川
の
前
川
ま
で
に
一
側
Ｘ
ｕ
患
朏
以
上
の
略
式
命
令
の
送
准
、
即
決
裁
判
の

童
倍
又
は
布
卯
、
無
罪
端
し
く
は
免
訴
の
判
決
の
迩
惜
を
受
け
、
平
成
元
年
五
〃
二

十
三
ｎ
ま
で
に
そ
の
裁
判
に
係
る
抑
の
一
部
Ｘ
は
全
部
に
つ
い
て
揃
金
に
処
せ
ら
れ

り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
も
の
は
、
基
準
日
か
ら
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
の
前
日

ま
で
に
そ
の
全
部
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
珊
合
に
あ
っ
て
は
こ

●
●

一
一
一 た

者
で
、
韮
準
日
か
ら
平
成
元
年
五
月
二
十
三
日
ま
で
に
そ
の
全
部
の
執
行
を
終
わ

れ
て
い
る
資
格
を
回
復
す
る
。
た
だ
し
、
他
に
鯏
金
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

は
そ
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
日
の
翌
日
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
の
荊
金
に
処
せ
ら
れ
た
た
め
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
喪
失
し
又
は
停
止
さ

ま
で
に
五
年
以
上
を
経
過
し
た
も
の
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
そ
の

そ
の
全
部
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
日
か
ら
基
準
日
の
前
日

こ
の
限
り
で
な
い
。

の
政
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
元
年
五
月
二
十

日
ま
で
に
そ
の
全
部
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
場
合
に
あ
っ
て

復
権
令

二
十
八
号

一
個
又
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ
り
荊
金
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
昭
和
六
十

』
」

一
個
又
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ
り
禁
畑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、

一

~一

の
前
側
ま
で
に
そ
の
全
部
の
執
行



C つ

止
さ
れ
て
い
る
資
格
を
回
復
す
る
。

第
三
条
一
個
又
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ
り
嗣
金
及
び
禁
釧
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

禁
鍋
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
た
め
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
喪
失
し
又
は
停

た
者
は
、
削
金
に
つ
い
て
は
第
一
条
の
、
禁
畑
以
上
の
刑
に
つ
い
て
は
前
条
の
、
い

ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
す
る
吻
合
に
限
り
、
復
椎
す
る
．

こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
二
川
二
十
凹
日
か
ら
施
行
す
る
．

IIII

則
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○ ○

情
、
本
人
の
性
格
、
行
状
、
犯
罪
後
の
状
況
、
社
会
の
感
慌
等
に
か
ん
が
み
、
特
に

赦
免
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
行
う
．
た
だ
し
、
第
７

号
及
び
第
８
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
日
ま
で
に
略
式
命
令
の
送
達
、
即
決

裁
判
の
宣
告
又
は
有
罪
、
無
罪
耕
し
く
は
免
訴
の
判
決
の
宣
告
を
受
け
、
平
成
元
年

派
川
二
十
一
二
Ｈ
ま
で
に
そ
の
裁
判
に
係
る
罪
に
つ
い
て
布
罪
の
裁
判
が
硴
定
し
た
者

に
対
し
て
も
、
特
に
こ
の
基
維
に
よ
る
塒
赦
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

１
大
赦
令
（
平
成
元
年
政
令
鋪
二
十
七
サ
）
節
一
条
に
掲
げ
る
罪
を
犯
し
た
者
で

、
岡
令
第
二
糸
に
よ
り
赦
免
を
斜
な
い
‐
Ｕ
の
．
た
だ
し
、
他
の
罪
の
罪
訂
が
雌
微

で
あ
ふ
珊
合
に
肌
ふ
．

２
大
赦
令
鋪
一
衆
に
側
げ
ゐ
罪
と
他
鋤
抑
と
の
川
合
罪
に
》
つ
き
Ⅲ
合
し
て
一
側
の

刑
に
処
せ
ら
れ
た
猫
で
、
他
の
卯
が
脚
粂
に
州
げ
ふ
罪
に
付
随
し
て
犯
さ
れ
、
そ

３
少
年
の
と
き
犯
し
た
罪
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
韮
準
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の

６
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の

執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
者

４
基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
者
で
、
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
基
準
日
の
前

日
ま
で
に
刑
期
の
二
分
の
一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た
も
の

』
』

５
禁
畑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た

７
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
刑
法
（
明
論
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
罪
（

の
罪
質
が
職
微
で
あ
る
も
の

せ
ら
れ
た
こ
と
が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者

猶
予
の
期
間
の
二
分
の
一
以
上
を
経
過
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

日
か
ら
韮
準
日
の
前
日
ま
で
に
五
年
以
上
を
経
過
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処

過
失
犯
を
除
く
．
〉
、
同
法
以
外
の
法
律
に
お
い
て
短
期
一
年
以
上
の
刑
を
定
め

こ
と
が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者



○ つ
八

る
罪
又
は
薬
物
に
係
る
罪
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
社

会
の
た
め
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が

現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
陣
寄
と
な
っ
て
い
る
者

８
澗
金
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
者
又
は
韮
弛
日
の
前
日
ま
で
に

そ
の
執
行
を
終
わ
り
精
し
く
は
執
行
の
免
除
を
得
た
務
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ

ら
れ
た
こ
と
が
現
に
社
会
生
活
上
の
隙
管
と
な
っ
て
い
る
者

（
特
別
減
刑
の
韮
那
）

１
特
別
減
刑
は
、
雌
弛
日
の
前
側
ま
で
に
懸
役
Ｘ
は
鍍
側
に
処
せ
ら
れ
た
次
に
州

げ
る
欄
の
う
ち
、
犯
愉
、
本
人
の
性
州
、
打
状
、
犯
洲
被
の
状
況
、
社
会
の
懸
怖

郷
に
か
ん
が
み
、
特
に
減
刑
す
る
こ
と
が
州
当
で
あ
み
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い

て
行
う
．
た
だ
し
、
柵
に
州
げ
る
糊
に
つ
い
て
は
、
岡
日
ま
で
に
略
式
命
令
の
送

迷
、
即
決
裁
判
の
通
告
又
は
打
抑
、
無
椰
耕
し
く
は
免
訴
の
判
決
の
堂
借
を
受
け

、
平
成
元
年
五
月
二
十
三
日
ま
で
に
そ
の
裁
判
に
係
る
卵
に
つ
い
て
有
罪
の
裁
判

寺

が
確
定
し
た
者
に
対
し
て
も
、
特
に
こ
の
基
拙
に
よ
る
減
刑
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る

偶
少
年
の
と
き
犯
し
た
邪
に
よ
り
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
つ

り

て
い
な
い
者
又
は
執
行
の
免
除
を
得
て
い
な
い
者
（
執
行
猶
予
中
の
者
を
除
く

<1〉 ．
）
で
次
に
猫
げ
る
も
の

(2)

法
定
刑
の
迩
期
が
一
年
以
上
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
燭
合
は
、
基
弛
日
の

前
日
ま
で
に
刑
期
の
二
分
の
一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た
者
（
不
定
期
刑
に

処
せ
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
短
期
の
二
分
の
一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た

者
…

執
行
を
受
け
た
者
（
不
定
期
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
辿
川
の
三

そ
の
他
の
鳩
合
は
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
刑
期
の
三
分
の
一
以
上
そ
の

●



○
側
称
期
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
痢
法
の
卯
壼
失
犯
を
除
く
。
）
、
同
法
以
外

○

２
滅
刑
は
、
次
の
例
に
よ
る
．

②
基
地
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
者
の
う
ち
、
刑
の
執
行
を
終
わ
っ
て
い
な

伽
ぶ
『

①
、
■
■
己
可吟

無
期
懲
役
は
、
十
五
年
の
有
期
懲
役
と
し
、
無
期
禁
鍋
は
、
十
五
年
の
布
川

口
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錨
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
に
よ
り
刑
期
を
変
更
す
る
。

者次
に
掲
げ
る
も
の

れ
、
基
地
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
猶
予
の
期
間
の
三
分
の
一

れ
た
こ
と
が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者

禁
鋼
と
す
る
．

が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
脊
と
な
っ
て
い
る
も
の

り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
て
い
な
い
も
の

(M)
巳
巳
■
■
ロ
グ

０
■
官
■
ｅ

甲
Ｄ
■
■
■
己又

は
執
行
の
免
除
を
得
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と

い
判
又
は
執
行
の
免
除
を
得
て
い
な
い
者
（
執
行
猶
予
小
の
者
を
除
く
。
）
で

の
猶
予
の
期
間
の
三
分
の
一
以
上
を
経
過
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら

の
法
律
に
お
い
て
紐
期
一
年
以
上
の
刑
を
定
め
る
罪
又
は
薬
物
に
係
る
罪
に
よ

(1)

少
年
の
と
き
犯
し
た
罪
に
よ
り
布
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

布
川
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
、
韮
那
日
の
前
日
ま
で
に
そ

け
た
者

分
の
一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た
者
）

め
執
行
を
炎
け
た
将

Ｗ
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
韮
弛
側
の
前
側
ま
で
に
刑
期
の
三
分
の
一
以
上
そ

●

一

無
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
韮
那
川
の
前
川
ま
で
に
十
年
以
上
そ
の
執
行
を
受

基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
刑
期
の
三
分

の
執
行
を
猶
予
さ

以
上
を
経
過
し
た



１

ノ《
し
２
基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
者
で
、
仮
出
獄
を
許
さ
れ
て
か
ら
基
準
日
の

②

Ｏ
れ
る
新
に
つ
い
て
行
う

－0－

ノ、七
特
別
復
椛
は
、
避
準
日
の
前
日
ま
で
に
、
一
個
若
し
く
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ

り
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
又
は
一
個
若
し
く
は
二
個
以
上
の
裁
判
に
よ
り
荊
金

及
び
禁
鍋
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
禁
鋼
以
上
の
刑
に
つ
き
そ
の
全
部
の
執
行
を
終

わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
犯
備
、
本
人
の
性
格
、
行

状
、
犯
罪
後
の
状
況
、
社
会
の
感
梢
等
に
か
ん
が
み
、
特
に
復
権
す
る
こ
と
が
相
当

怖
梛
に
か
ん
が
み
、
特
に
刑
の
執
析
の
免
除
を
す
ふ
こ
と
が
川
罰
で
あ
る
と
認
め
ら

に
側
げ
る
折
の
う
ち
、
犯
愉
、
水
人
の
性
州
、
行
状
、
犯
罪
綾
の
状
況
、
社
会
の
感

１
病
飢
そ
の
他
の
郡
山
に
よ
り
基
地
日
ま
で
に
長
期
に
わ
た
り
そ
の
刑
の
執
行
を

（
刑
の
執
行
の
免
除
の
韮
弛
〉

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
行
う
↑
。

１
紫
銅
以
上
の
刑
に
つ
き
そ
の
全
部
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の
免
除
を
得
た

（
特
別
復
権
の
基
準
）

臼
不
定
期
刑
に
つ
い
て
は
、
辿
川
及
び
長
期
に
つ
い
て
偉
の
側
の
例
に
よ
る
。

吋
想
役
又
は
禁
鋼
に
つ
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
執
行
猫
予
の
川
間
は
、
そ
の
四
分

刑
の
執
行
の
免
除
は
、
韮
飛
日
の
前
日
ま
で
に
懲
役
又
は
禁
伽
に
処
せ
ら
れ
た
次

停
止
さ
れ
て
い
る
者
で
、
な
お
長
川
に
わ
た
り
そ
の
執
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
認

め
ら
れ
る
も
の

前
日
ま
で
に
二
十
年
以
上
を
経
過
し
た
も
の

(2)の
一
を
池
え
な
い
純
川
で
畑
糊
す
る
．

の
一
を
超
え
な
い
範
剛
で
、
そ
の
刑
を
減
ず
る
。

で
、
そ
の
刑
を
減
ず
る
．

そ
の
他
の
者
の
塙
合
に
あ
っ
て
は
、
刑
川
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
範
Ⅲ



○ 旬
兀
こ
の
雅
弛
に
よ
る
特
赦
、
特
別
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
特
別
復
椛
は
、

成
元
年
二
月
二
十
凹
日
か
ら
行
う
も
の
と
す
ふ
・

●

八
こ
の
雌
雄
に
当
た
ら
な
い
糖
で
お
っ
て
も
、
特
赦
、
特
別
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免

除
又
は
特
別
複
椛
を
行
う
こ
と
が
州
当
で
あ
為
と
認
め
ら
れ
ふ
も
の
に
つ
い
て
は
、

日
か
ら
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
二
一
年
以
上
を
経
過
し
、
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が

現
に
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者

２
社
会
の
た
め
に
貢
献
す
る
と
崖
ろ
が
あ
り
、
か
つ
、
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が

３
韮
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
老

微
時
恩
赦
の
対
、

（
尖
施
の
時
川
） 対扱

（
そ
の
他
）

現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者

と
し
て
刈
鹿
す
み
も
の
と
す
私
．

平



C

第
一
糸

規
則
（

○
条
垂

の
定
め

法
務
省
令
第
四
号

恩
赦
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
赦
、

減
刑
又
は
刑
の
執
行
の
免
除
の
出
願
に
閏
す
る
臨
時
特
例
に
閲
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

三
少
年
の
と
き
犯
し
た
罪
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
（

一
一四五

有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の

一
大
赦
令
（
平
成
元
年
政
令
第
二
十
七
号
）
第
一
条
に
掲
げ
る
罪
を
犯
し
た
者
で

、
同
令
第
二
条
に
よ
り
赦
免
を
得
な
い
も
の
。
た
だ
し
、
他
の
罪
の
罪
質
が
軽
微

平
成
元
年
二
月
十
三
日

刑免
除
を
得
た
者

以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
に
そ
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
の

で
あ
る
場
合
に
限
る
。

日
ま
で
に
刑
期
の
二
分
の
一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た
も
の

の
罪
質
が
唯
微
で
あ
る
も
の

特
赦
、
減
刑
又
は
刑
の
執
行
の
免
除
の
出
願
に
閃
す
る
臨
時
特
例
に
側
す
る
智

命大
赦
令
第
一
条
に
掲
げ
る
罪
と
他
の
罪
と
の
併
合
罪
に
つ
き
併
合
し
て
一
個
の

に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
他
の
罪
が
同
条
に
掲
げ
る
罪
に
付
随
し
て
犯
さ
れ
、
そ

基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
者
で
、
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
基
準
日
の
前

韮
池
川
の
前
川
ま
で
に
刑
に
処
せ
ら
れ
た
次
に
州
げ
ふ
糊
は
、

Ⅲ
和
二
１
二
年
司
法
桁
令
節
七
十
八
り
・
以
下
、
肌
則
‐
と
い

噸
木
文
の
蜆
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
元
年
弧
〃
二
十
三
川
ま

る
川
側
を
経
過
す
る
前
に
お
い
て
も
、
特
赦
の
川
伽
を
す
み
こ

法
筋
大
Ⅸ

高

辻

JIZ恩
赦
法
施
行

う
．
）
第
六

で
は
、
同
粂

と
が
で
き
る
。

己



○ ヘ
ノ
錐
二
条
韮
弛
川
の
前
ｎ
ま
で
に
鵬
式
命
令
の
送
迷
、
川
決
裁
判
の
迩
倍
Ｘ
は
打
抑
、

／
１
．

無
卯
藩
し
く
は
免
訴
の
判
決
の
宣
惜
を
受
け
、
平
成
元
年
五
″
二
十
三
Ｈ
ま
で
に
そ

刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
現
に
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者

』
」

館
三
条
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
懲
役
又
は
禁
畑
に
処
せ
ら
れ
た
次
に
掲
げ
る
者
は
、

－し

ノ、七
前
金
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猫
予
さ
れ
た
将
又
は
雌
池
川
の
前
川
ま
で
に

め
る
期
間
を
経
過
す
る
前
に
お
い
て
も
、
特
赦
の
出
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

一
一
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
者
又
は
平
成
元
年
五
月
二
十
三

も

日
ま
で
に
そ
の
執
行
を
終
わ
り
若
し
く
は
執
行
の
免
除
を
得
た
者
の
う
ち
、
そ
の

の
裁
判
に
係
る
罪
に
つ
い
て
刑
に
処
せ
ら
れ
た
次
に
掲
げ
る
者
は
、
規
則
第
六
条
第

一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
元
年
八
月
二
十
三
日
ま
で
は
、
同
条
の
定

一
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
刑
法
の
罪
（
過
失
犯
・
を
除
く
。
）
、
同
法
以
外
の

猶
予
の
川
伺
の
二
分
の
一
以
上
を
経
過
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

過
失
犯
を
除
く
．
）
、
同
法
以
外
の
法
維
に
お
い
て
鯉
期
一
年
以
上
の
刑
を
定
め

こ
と
が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
符
と
な
っ
て
い
る
者

会
の
た
め
に
貢
献
す
ふ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が

現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
陣
符
と
な
っ
て
い
る
希

る
罪
又
は
薬
物
に
係
る
罪
に
よ
り
川
に
処
せ
ら
れ
た
折
を
除
く
。
）
の
う
ち
、

そ
の
執
行
を
終
わ
り
耕
し
く
は
執
打
の
免
除
を
柵
た
洲
の
う
ち
、
そ
の
川
に
処
せ

●

ら
れ
た
こ
と
が
現
に
Ⅱ
余
生
祇
止
の
肺
榔
と
な
っ
て
い
ふ
村

な
っ
て
い
る
者

に
処
せ
ら
れ
た
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と

法
律
に
お
い
て
短
期
一
年
以
上
の
刑
を
定
め
る
罪
又
は
薬
物
に
係
る
罪
に
よ
り
刑

有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
罪
（社



○ ○

規
則
第
六
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
元
年
五
月
二
十
三
日
ま
で

は
、
ｎ
条
の
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
前
に
お
い
て
も
、
減
刑
の
川
瀬
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
．

二
少
年
の
と
き
犯
し
た
罪
に
よ
り
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ

、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
猶
予
の
期
間
の
三
分
の
一
以
上
を
経
過
し
た
者

三
基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の
者
で
、
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
基
準
日
の
前

日
ま
で
に
刑
期
の
三
分
の
一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た
も
の
。
た
だ
し
、
刑
の
執

一
少
年
の
と
き
犯
し
た
罪
に
よ
り
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
て

●

い
な
い
者
又
は
執
行
の
免
除
を
得
て
い
な
い
者
（
執
行
猫
予
巾
の
者
を
除
く
．
）

五
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
刑
法
の
罪
（
過
失
犯
を
除
く
．
）
、
同
法
以
外
の

○

法
律
に
お
い
て
短
期
一
年
以
上
の
刑
を
定
め
る
罪
又
は
薬
物
に
係
る
罪
に
よ
り
刑

四
有
期
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の

で
次
に
掲
げ
る
も
の

１
法
定
刑
の
遡
川
が
一
年
以
上
に
当
た
ふ
罪
を
犯
し
た
吻
合
は
、
避
難
日
の
前

川
ま
で
に
川
川
の
皇
介
の
一
以
上
そ
の
仙
打
を
受
け
た
判
（
不
定
川
刑
に
処
せ

ら
れ
た
新
に
つ
い
て
は
、
知
《
川
の
二
分
の
一
以
上
そ
の
仙
術
を
受
け
た
将
）

"》
J,口猶

予
の
期
間
の
三
分
の
一
以
上
を
経
過
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

者
を
除
く
。
〉
に
限
る
。

行
を
終
わ
っ
て
い
な
い
者
又
は
執
行
の
免
除
を
得
て
い
な
い
者
（
執
行
猶
予
中
の

こ
と
が
現
に
公
共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
者

に
処
せ
ら
れ
た
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
て
い
な
い
も
の
又
は
執

行
を
炎
け
た
者
（
不
定
川
刑
に
処
せ
ら
れ
た
新
に
つ
い
て
は
、
遮
川
の
三
分
の

一
以
上
そ
の
執
行
を
受
け
た
新
）

そ
の
他
の
墹
介
は
、
雅
祁
Ⅱ
の
前
川
ま
で
に
刑
川
の
巽
分
の
一
以
上
そ
の
執



○○

第
四
条

第
五
条

無
罪
若
し
く
は
免
訴
の
判
決
の
通
告
を
受
け
、
平
成
元
年
Ⅲ
″
二
十
三
日
ま
で
に
そ

く
。
〉
、
同
法
以
外
の
法
抑
に
お
い
て
鯉
期
一
年
以
上
の
刑
を
定
め
ふ
卵
Ｘ
は
薬
物

な
い
も
の
又
は
執
行
の
免
除
を
櫛
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

に
係
る
抑
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
折
を
除
く
．

の
裁
判
に
係
る
罪
に
つ
い
て
布
川
川
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
刑
法
の
罪
（
過
失
犯
を
除

め
る
川
刷
を
縦
過
す
為
前
に
お
い
て
も
、
減
刑
の
川
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
私
．

こ
と
が
現
に
公
共
的
祉
会
生
活
止
め
脚
Ｗ
と
な
っ
て
い
ふ
も
の
は
、
肌
則
節
六
糸
節

一

一
噸
水
文
の
川
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
元
年
八
川
寵
十
翼
Ⅱ
ま
で
は
、
Ｍ
衆
の
災

六
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
元
年
五
月
二
十
三
日
ま
で
は
、
同

な
お
長
期
に
わ
た
り
そ
の
執
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
規
則
第

条
の
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
前
に
お
い
て
も
、
刑
の
執
行
の
免
除
の
出
願
を
す
る

に
よ
り
基
準
日
ま
で
に
長
期
に
わ
た
り
そ
の
刑
の
執
行
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
で
、

シ

ー

の

こ
と
が
で
き
る
。

共
的
社
会
生
活
上
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
も
の

行
の
免
除
を
得
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
そ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
現
に
公

省
令
は

附
則

基
準
日
の
前
日
ま
で
に
略
式
命
令
の
送
達
、
川
決
裁
判
の
宣
告
又
は
有
罪
、

韮
拙
日
の
前
側
ま
で
に
懲
役
又
は
禁
釧
に
処
せ
ら
・
れ
、
病
気
そ
の
他
の
那
山

、

平
成
元
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

ー

で
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
て
い


